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お茶券 300円

28・ 29日 (10時～15時 )

饉         市役所4階 市民プラザ

☆A幡音頭こA幡小唄を
‐‐           踊ιIき しょう

・       29日 (12時 20分から20分間)

R隋酪隋暉隋晰蘊文凸麒鼈
主催 八幡市・八幡市教育委員会・八幡市文化協会

共催  (公財)やわた市民文化事業団

主管 第 51回八幡市民文化祭実行委員会

(お 問合せ,八幡市文化協会 (市 民交流センター内)

を,075-983-9202

t火 ・木・金  9時～ 16時 )

e― mall/yawatabunka@ace odn ne,p

☆体験 。ふれあい広場

★霧台発表  10時～16時半

★展示発表  10時～17時

(29日 は 16時まで)
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文
化

・
芸
術
が
輝
き
を
増

す
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
中

村
会
長
を
は
じ
め
、
会
員
の

皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
本

市
の
文
化
の
振
興

ｏ
発
展
に

ご
尽
力
賜
り
深
＜
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

例
年
の
八
幡
市
民
文
化
祭

で
は
多
大
な
る
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
△
フ
年
度
で
五
十

一

回
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
△
フ
年
は
新
庁
舎
の
開

ヽ

庁
を
記
念
し
て
、
松
花
堂
昭

八
幡
市
民
文
化
祭
が
半

世
紀

の
歴
史
を
超
え
、
五

十

一
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

会
員

の
皆
様
、
市
民

の

皆

様

、

そ

し

て

八
幡

市

、

（
公
財

）
や
わ
た
市
民
文

化
事
業

団
の
ご
支
援
、
ご

協
力

の
賜
物
と
厚
＜
感
謝

し
て
あ
り
ま
す
。

平

常

の
状

況

に

戻

り

、
八
幡

市

長堀

□

文

昭

乗
の
幻
の
空
中
茶
室

「
閑
雲

軒
」
を
模
し
て
庁
舎
三
階
の

市
民
プ
ラ
ザ
で
茶
会
を
開
い

て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍

で
縮
小
と
な
っ
て
い
ま
し
た

模
擬
店
等
も
再
開
し
、
こ
の

市
民
文
化
祭
が
よ
り
多
＜
の

皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
も
の
に
な
る
こ
と
を
心
か

ら
願
つ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
は
、
各
連
盟
や
部
会
に
お

か
れ
ま
し
て
も
、

「
文
化
の

八
幡
市
文
化
協
会
会
長

中
　
村
　
曲亘
　
美

地
域
文
化
芸
術

の
発
表

の

場
と
し

て
、
文
化
祭
が

コ

ロ
ナ
禍
以
前
以
上

に
盛
大

に
開
催
さ
れ
る
事
を
皆
様
＼

と
共
に
喜
び
、
わ
か
ち
合

い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

今
年
は
、／
蔚
庁
舎
に
於

い
て

「
市
民
大
茶
会
」
を

開
催
致
し
ま
す
。
松
花
堂

昭
乗
が
男
山
山
腹
に
構
え

秋
」
を
彩
る
様

々
な

イ
ベ

ン
ト
を
再
開
し

て
い
た
だ
け

る
こ
と

に
感
謝
し
、
本
市

の

「
文
化
と
暮
ら
し

の

ま
ち
づ
＜
り
」
に
八
幡
市
文

化
協
会
の
皆
様
万
と
と
も
に

さ
ら
に
取
組
を
深
め
て
い
け

れ
ば
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
今
後
と
も

あ
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う

あ
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
八
幡
市
文
化
協
会
の

さ
ら
な
る
発
展
と
、
会
員
の

皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
あ

祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

た

『
閑
雲
軒
』
Ｅ
想

い

を

馳

せ

な

が

ら

、

男
山
や
、
田
園
風
景

を
愛

で
、　
一
服
の
あ

茶
を
楽
し
ん
で
頂
き

一
た

い
と
思

い
ま
す
。
子
ど

一
も
た
ち
や
茶
道
を
学
６
学

一
全ヽ
を
交
え
た
楽

し

い
あ
茶

「
会

に
な
り
ま
す
。
是
非
あ

一
越
し
＜
だ
さ
い
。

一
　

文
化
と
共

に
、
生

き
甲

一
斐

の
あ

る
人
生
、
す
ば

ら

一
し
い
文
化

の
継
承
を
皆
様

一
と
共

に
推
進
し

て
い
き
ま

一
し
よ
う
。
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第43号 2023年 10月 (2)

今年の八幡市民文化祭は、 4年振 りに屋外での催 しのふれあい広場、

ロビーでの体験ひろばも開催 します。

颯 塚 霰礫靱魃笞鸞揚

10月 28日 (土 )

*親子木工教室 (と んかち 材料費 500円 )

*生活情報ひろば・消費者 トラブルの啓発 (グ ッズ配布 )

*スマー トエコまつ り (環境政策課 )

*和太鼓ライブショー
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00～
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*絵手紙教室 (絵画部会 100円 )

*フ ラワーアレンジメン ト (華道部会 300円 )

*短歌教室 (短歌部会 )

*和紙ちぎり絵教室 (手工芸部会 300円 )

*陶器フリーマーケッ ト

*親子木工教室 (と んかち 材料費 500円 )

*人権ひろば

*八幡音頭・京都八幡小唄

*南京玉すだれ

*年賀状作 り (書道部会 )

*アー トフラワー教室 (手工芸部会 300円 )

*押 し花教室 (手工芸部会 300円 )

*竹細工教室 (八幡たけくらぶ )

が りが リトンボ・ぶんぶ んゴマ・ぶんぶんゼミ

*陶器フリーマーケッ ト

10月 3日 から、率民交流セン

ターでお茶灘逢発売します。
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◎野菜 ◎ちらし寿司 ◎切手・はがき ◎手づくり小物

◎チキンスープと米バン ◎焼き菓子 ◎陶器 ◎から揚げ

◎フライ ドポテ ト ◎飲み物 ◎ トルティーヤ ◎八幡の名物

◎竹工・木工製品 ◎たこ焼き ◎ベビーカステラ

◎やきそば ◎ りんご飴
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民
人
ふ

会――-10月 29日 (日 )

十

月

二

十

八

日

（
主
）

二

十

九

日

（
日
）

（
十

時

か

ら

十

五

時

）

す

蕉
着

一
錯

す

氏
プ

ラ
ザ

鰈10:00～

10:00～

12:20～

13:OO′V
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ンター    ■■■|||■

■1′FM'0,,,お ,ル (火 木奎,は ■ヽ
=|=1■

■■‐■
■主催 八幡市民文(際実行奎■会  ・・

・
:潟曇 畿

10:00～ 12

10:00～ 12

13:00～ 15

10:00～ 15

(各 200円 )

10100～ 16

00

00

00

00

00

◎野菜 ◎おにぎり ◎ぜんざい ◎豚汁 ◎焼き菓子 ◎から揚げ ◎フライ ドポテ ト

◎陶器 ◎竹工・木工製品 ◎飲み物 ◎たこ焼き ◎ベビーカステラ ◎八幡の名物

◎やきそば ◎チキンスープと米パン ◎ トルティーヤ ◎りんご飴

1階 ロビ三

1階 ロビー

吻躊茫ゴミは各 自お持ち帰 りください囃炒餘

や わ た 文 化
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2023年 :0月 22日 [日 ]14:00開 演́ |

今゙
鐸 の崇輿inYA慨4孫

文化セ ンター大ホール

令和5年 11月 12日 (日 )

開場 12:30
開演 13100

グスト出浚

盛
'驚
課:

コ●R“

“

●ヽ 中口,腱

第

十
ロ

京
都
八
幡
高
校
生

の
デ
ザ
イ

ン
に
よ
る
懸
垂
幕

で
す

凛
４

２

バ餡ダ鰺恣ゝゝ
掲載のチラシの催 しは、

回数 を重ねて、それぞれ 、

邦

楽

の

つ
ど

い

讀
井

新
25回・30回 060回 を

ぬなえました。
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～伝統文化の継承と発展のために～
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曰 時  0椰 年2月 25日 (日 )午後 1時 間演 (予定)

お問合せ 邦楽のつどヽヽ実行委員会事務局

10月 8日 (日 ) 第 30回 市民 コーラスのつどい 文化センター 小ホール

10月 22日 (日 ) 第 60回 八幡市民オーケス トラ定期演奏会 文化センター 大ホール

10月 28日 (上 )・ 29日 (日 ) 第51回 市民文化祭 文化センター 市役所周辺

11月 12日 (日 ) 第 25回 音の祭典 in YAWATA 文化センター 人ホール

文化センター 会議室 311月 12日 (日 ) 第41回 八幡市民将棋大会

11月 19日 (日 ) 第41回 八幡市民囲碁大会 文化センター 会議室 3

あ茶の京都 in松 花堂 松花堂庭園11月 26日 (日 )

11月 14日 (火 )～ 28日 (火 ) 第 78回 市民写生会展 生涯学習センター

12月 9日 (土 ) 親子体験教室 ☆五感でカルチヤー☆ 文化センター 小ホール他

12月 9日 (土 )・ 10日 (日 ) 第 21回 子ども文化祭

1月 7日 (日 ) 初春の ⊃どいウオークラ リー &あ茶を一服 松花堂 。市内各所

第43回 書初め展 市役所 4階 市民プラザ1月 16日 (火 )～ 28日 (日 )

2月 2日 (金 )～ 4日 (日 ) 第 22回 い |す 花展 松花堂庭園 美術館別館 (予定)

2月 4日 (日 ) 第45回 新春 ]今 詠大会 山柴公民館

文化センター 小ホール2月 25日 (日 ) 第 30回 邦楽のつどい

/

/

文化センター 小ホール他
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12月 9日

9日

(土 )・ 10日 (日 )文 化 セ ンター 4階他   午前 10時～ 12時

(土 )親子 体験 教 室 ☆ 五感 で カル チ ャー ☆  午後 13時～ 15時

教室参加費1人 100円 華道・陶芸は別途材料費要

定 員 定 員 定 員

将 棋 20 三 味線 10 布 ぞ う り 20

囲 碁 10 六こノヽ 10 竹 細 工 50

和 太 鼓 15 舞 踊 20 絵 手紙 40

華 道 (い けば な ) 20 ダ ンス 30

茶 道 20 タ オ ル 人 形 20

陶芸 (絵 付 け ) 20 指 編 み 20

書 道 20 押 し花 30

ち ぎ り絵 20 英 会 話 10

合 唱 10

南京 工す だれ 10

9日 (土 )・ 10日 (日 )展示発表 午前 10時 ～午後 4時
10日 (日 )舞台発表  午後 1時 ～

夕海ワ ロ嶽売Pが少
7月 16口 "第 8回 ダ ンス フェス

テ ィバル in YAWATA''が 文化セ ン

ター 大 ホー ル にて 開催 され ま し

た。

144名 参加 の も と、 ジャズ ダ ン

ス、 ヒップホ ップ、 コンテ ンポ ラ

リー ダ ンス 、 ク ラ シ ックバ レエ

等、色 々なスタイル のダンスが華

だ人だけのものではな く、幅広い年齢 の方に楽 しまれていま

そ うですが、お孫 さんと同じ舞台に立つことが出来ました。

そ して、今回は前回 (2年前)出 来なかった、全員によるフ

ィナー レも華やかに実現出来ました。

お客様の温かな拍手の うちに幕をおろす ことができましたこ

や か に繰 り広 げ られ

ま した。

今や ダ ンスは若 い

人や キ ャ リア を積 ん

す。

ダンスで作品を表現す る事

によ り体や脳 を活性化 し、健

康にも大変役立っています。

80代 で初舞台を踏まれた方

もい らっ しゃいま した。昔か

ら舞台で踊 ることが夢だった

とに、大変感謝致

してお ります。

水谷 み つ る

陶芸部会は、 自分たちの作陶活動に

は、子 どもわ くわ く体験の茶道・華道

の教室、14回 を重ねる夏休み親子陶芸

体験教室、そ して人幡市ふれあい事業

です。

や お花 を入れ たい もの を考 え、イ メー

ジ した ものを形 にす るこ とを経験 し、

また楽 しんで もらっています。

この よ うな体験 を重ね るなかで、陶

芸 に対 して興 味・関心 を もち、いずれ

は陶芸活動 に参加 してほ しい と願 って

います。

お 茶 碗 の絵

付 けや 花 入 れ

作 り を 通 し

て 、 子 ど もた

ち に 、 自分 が

使 い た い食 器

加 えて、子 ど

もたちと関わ

る活動 を行な

っています。

事業 として

教室名  午前 教室名  午後 教室名  午前・午後

ち

亀 [
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文化協会音楽連盟  1寛   ホ各

八
幡
市
文
化
協
会
音
楽
連
盟
で

す
。
設
立
し
て
二
十
六
年
に
な
り

ま
す
。
コ
ー
ラ
ス
団
体
で
構
成
す

る
合
唱
部
会
と
、
八
幡
市
民
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
管
弦
部
会
の
二
部
会

が
あ
り
ま
す
。

活
動
と
し
て
は
、
年

二
回
の
八

幡
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期
演
奏

会
や
四
月
の
八
幡
市
少
年
少
女
合

唱
団
の
定
期
発
表
会
な
ど
の
所
属

団
体
の
催
し
の
ほ
か
、　
一
九
七
九

年

に
始
ま
り
今
年
十
月
八
日
に
、

三
十
回
目
を
迎
え
た

「
市
民
コ
ー

ラ
ス
の
つ
ど
い
」
や
、　
一
九
九
六

年
に
始
ま
り
、
こ
の
十

一
月
十

二

日
に

二
十

五
回
目
を
開
催
す
る

「
音
の
祭
典
」
を
は
じ
め
と
し
て
、

文
化
セ

ン
タ
ー
の
協
力
を
得

て
、

市
民
音
楽
祭
な
ど
を
開
催
し
て
き

ま
し
た
。

ま
た
、
山
城
地
域
の
コ
ー
ラ
ス

団
体
が
集
う

「
や
ま
し
ろ
合
唱
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
宇
治
、
城
陽
、

京
田
辺
な
ど
の
仲
間
と
持
ち
回
り

で
開
催
し
、
今
年
度
は
京
田
辺
の

当
番
で
、
令
和
六
年

一
月
二
十
八

日
に
文
化
パ
ル
ク
城
陽
で
開
催
し

ま
す
。

こ
の
催
し
は

一
九
九
五
年
に
第

一
回
を
本
市

で
開
催
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
令
和
七
年
初
春
に
は
本

市
で
丁
度
三
十
回
目
の
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

さ
て
、
］目
頭
の
質
問
に
戻
り
ま

す
。
皆
さ
ん
は

「
八
幡
市
市
歌
」

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
音
楽
連

盟
は
、
様
々
な
場
所
で
市
歌
を
歌八幡市市歌 (八 幡市提供 )

い
続
け
て
き
ま
し
た
。
八
幡
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ブ

で
も
、
合
唱
部
会

が
歌

っ
て
い
る
市
歌
を
聞
い
て
い

た
だ
＜
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
春
は
さ

つ
き
に
茶
摘
み
唄
」

「
秋
に
は
梨
狩
り
女
郎
花

（あ
み

な
え
し
）
」

「
四
季
の
移

（
う
つ

ろ
）
い
、
さ
わ
や
か
に
、
水
面

（
み
の
も
）
彩

（
い
ろ
ど
）
ろ
本

津
川
よ
」

「
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
て
、
永
久

（と
わ
）
に
栄
え
ん

我
が
ま
ち
八
幡
」

一
番
の
歌
詞
は

自
然
に
恵
ま
れ
た

八
幡
の
魅
力
を
歌

っ
て
い
ま
す
。

「
楠

（
＜
す
）
の

み
ど
り
に
男
山
」

「
昭
乗
ゆ
か
り
の

松
花
堂
」

「
今
に

伝
わ
る
エ
ブ

ソ
ン

の
偉
業
支
え
た
八
幡
竹

（や
わ
た

だ
け
）
」

「
文
化
の
灯

（と
も
し

び
）
た
＜
ま
し
＜
永
久
に
点

（と

も
）
さ
ん
、
我
が
ま
ち
八
幡
」

二
番
の
歌
詞
は
文
化
協
会
に
最

も
身
近
な

「
文
化
」
を
受
け
継
い

で
行
＜
決
意
を
歌
っ
て
い
ま
す
。

「
強
＜
大
き
＜
育
つ
子
よ
」

「
暮

ら
し
に
夢
見
る
人
と
人
」

「
手
と

手
さ
し
の
べ
助
け
合
い
、
目
指
す

福
祉

の
ま
ち
作

（
づ

＜
）
り
」

「
ふ
れ
あ

う

心

で
こ

の
平

和
、
永

久
に

守

ら
ん
我
が

ま
ち
八
幡
」

二

番

は

、

ふ

ろ
さ
と

八

幡

で
暮

ら
す

人

々
の
ふ
れ

あ
い
と
、
平
和
を
大
切
に
す
る
こ

と
を
歌
っ
て
い
ま
す
。

市
歌
を
も
っ
と
広
め
た
い
。
こ

の

「
八
幡
市
市
歌
」
を
皆
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
き
、
歌
い
続
け
て

広
め
て
い
き
た
い
。
そ
れ
が
、
ま

さ
に
文
化
の
灯
を
永
久
に
灯
し
続

け
て
い
＜
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。八

幡
市
市
歌
は
、
昭
和
五
十
七

年

（
一
九
八
二
年
）
の
八
幡
市
制

五
周
年
を
記
念
し
て
制
定
さ
れ
ま

し
た
。

小
川
義
勝

（
作
詞
）
も
ず

唱
平

（補
作
詞
）
三
山
敏

（作
曲
）
高

松
紳
光

（編
曲
）
で
す
。

私
た
ち
は
、
文
化
祭
開
会
式
だ

け
で
な
＜
十

一
月
二
日
の
文
化
の

日
の
表
彰
式
、
市
民
総
合
体
育
大

会
開
会
式
、
市
制
施
行
四
十
五
周

年
記
念
式
典
な
ど
、
八
幡
市
の
行

事
の
冒
頭
に
市
歌
を
歌

っ
て
き
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
様
々
な
機
会
に

市
歌
を
歌
い
、
ふ
ろ
さ
と
八
幡
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。
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(予 定時間 )

日 ロ Eコ
ロ Eコ ロ

市民文化祭オープニングセレモニー 9:20～9:50

種 別 団    体 出演時間

大正琴 友弦流大正琴

太極拳 アクティブ同好会 10:15～ 10:30

歌 謡 ボランティアグループ遊楽の会 10i32～ 10:45

手話
コーラス

八老連 (かがやき)手話コーラス

オカリナ オカリナサークル "夢 笛 " 10:59～ 11:12

胡 アンサンブル Erhu 11:14～ 11:30

一　
　
　
一

一　

一

謡曲

吹奏楽 八幡市内学校吹奏楽演奏

八幡謡曲部会

12:30～ 13:36

11:32～ 11:47

民謡 石清水会 13:40～ 13:53

10 ダンス KBSカ ルチャー八幡校 13:55～ 14:11

11 詩 吟 八幡詩吟連盟 14:13～ 14:28

12
キッズ

ダンス
TR CREヽA/ 14:30～ 14:43

13 オカリナ
オカリナサークル

男山ピジョンヌ 14i45～ 15:00

14 和太鼓 八幡和太鼓 15:02～ 15:17

15 歌 謡 15:19～ 15:32八老連カラオケ部

16 気功太極拳 遊和ハーモニー 15i34～ 15:50

17 篠笛 八幡篠笛会 15:52～ 16:05

18 民謡 踊ろや 16:07～ 16:15

19 バ レエ デジール・ ド・バレエ 16:17～ 16:31

10月 28日 (土 )10:00～16:30 ロ 日
一
一 ロ

種 別 団    体 出演時間

10:00～ 10:15バン ド 木もれ光八幡's(ヤーマンズ)

三味線 津軽三味線 和国 10:17～ 10i28

フラダンス Ka Lino lVakanani Hura Studio 10:30～ 10:45

10:47‐‐11:03コスペル 蔵下組

ダンス ダンスサークルメイツ 11:05～ 11:15

民舞 八老連 (かがやき)民舞部 11:17～ 11:26

一　
　
一

一
　

一

気功太極拳

和太鼓

八幡市太極拳協会

和太鼓サークル「どんど鼓」

11:28～ 11:41

13:00～ 13:14

13:16～ 13:31フラダンス アロハビューティーズ橋本

10 歌 謡 エコー歌謡同好会 13:33～ 13i46

11 ウクレレ 13:48～ 13:59

12 篠笛 竹音の会 14:01～ 14:14

13 詩 吟 八幡詩吟連盟 14:16～ 14:26

14 ダンス Dance Studio tX 14:28～ 14:44

15 民 舞 健康舞踊教室友の会 14:46～ 15:02

16 フラダンス VVal Nahele 15:04～ 15:19

17 民 謡 ちひろ会 15121～ 15i30

18 オカリナ カレン&ラ ベンダー 15:32～ 15:44

19 三 曲 八幡三曲部会 15i46～ 16:01

20 ダンス Dance Studio lVORY 16:03～ 16:17

)101:00～ 16:201 月29日 (

市 役 所

旧庁 舎

バ :ス

巡回バス、コミュニティバス停

市分 庁舎

文化センター

舞台会場 口展示会場

駐輪場

′

趙◎m塚兆仄 ◎mm卜炒蠍澪兆仄 ◎褥隧隆隕蜃釉明 隧徒鰤蛛ン陪珍≪ 鼈膠楊令憮ン陪

10:00～ 10:13

10:47～ 10:57

八幡ウクレレクラブ

鱚
|


